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研究成果の概要（和文）：シーボルトの自然史研究は、日本植物誌、日本動物誌の２冊の出版物によって知られ
ているが、これらの出版物中で記載された生物は、シーボルトが収集した標本の一部であり、多くの標本は未研
究のまま残されていた。また、鉱物については日本鉱物誌の出版が計画されていたが全てが未刊に終わってい
る。本研究では、オランダ、ドイツを中心とする研究機関に残された自然史標本、文書資料を幅広く調査し、未
知のシーボルトコレクションの存在を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Siebold's natural history research in Japan is well known for two 
publications, Flora Japonica and Fauna Japonica. The organisms described in these publications 
represent only part of the specimens collected by Siebold, and large part of his collection has 
remained unstudied. In addition, the whole part of his mineral collection was not published. In this
 study, we revealed the presence of novel specimens and documents in Siebold collection by 
investigating natural history museums and archives extensively in the Netherlands, Germany and other
 European countries.

研究分野： 博物館学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
シーボルトは西洋医学を日本に伝えたことや、地図の持ち出しにより国外追放処分を受けたシーボルト事件で有
名であるが、自然史研究における貢献は十分に理解されていなかった。本研究では、未知の研究資料であった多
くのシーボルト標本、文書資料の存在を明らかにし、専門的な分類学的知識を活かして、それらの全体像の解明
を試みた。江戸時代の日本では博物館が存在していなかったために当時の自然物は国内ではほとんど失われて存
在しておらず、江戸時代の日本の自然を研究するには、ヨーロッパ各地に保管されている標本を調べる必要があ
る。本研究ではシーボルト標本に注目して江戸時代の自然を理解するための基盤を確立することを試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
 シーボルトは江戸時代の後期、文政 6 年(1823 年)と安政 6 年(1859 年)の 2 回来日し、9 年
間日本に滞在した。日本では西洋医学を伝えたことや、シーボルト事件で国外追放されたことな
どでよく知られている。しかし、江戸末期から明治初期にかけて、本草学から近代的な自然科学
への転換に貢献したのがシーボルトであったことは一般にはあまり知られていない。シーボル
トを日本に派遣したオランダ政府は、日本の総合的学術調査研究をシーボルトに命じ、法制、歴
史、芸術、民俗などの文化史的資料や鉱物、植物、動物などの自然史資料、また気候、測地デー
タなど、あらゆる情報や標本を収集させた。しかし、シーボルトの個人的関心は、収集した鉱物・
植物・動物のコレクションをもとにして、鉱物誌・植物誌・動物誌を出版して自然の体系を完成
させ、博物学者として名を挙げることであった。そして、帰国後、Flora Japonica(日本植物誌)
と Fauna Japonica(日本動物誌)を出版した。しかしながら、様々な事情から植物誌・動物誌と
もに未完の部分が多く残された。また日本鉱物誌に関しては、全てが未刊のままになっていた。
シーボルトが記述しようとした江戸時代の日本の自然の全貌を明らかにするためには、博物館
収蔵標本と文書資料の総合的な調査が必要であった。 
 
２．研究の目的 
 
 江戸末期に来日し、日本の自然科学の基盤形成に大きな影響を与えたシーボルトがヨーロッ
パに持ち帰った膨大な自然史標本は、植物、動物、鉱物、化石を網羅的に収集した標本群である
ことが最大の特徴である。彼のコレクションを調査・解析して、シーボルトが出版を意図した自
然誌の全体像を完成させる。江戸時代は、地方の特色が豊かに保たれ、生物の多様性が維持され、
資源の有効的活用による持続的な共生社会が実現されていたと考えられる。シーボルトの自然
史コレクションは、当時の日本の自然環境を実証できる唯一の標本群であり、シーボルトコレク
ションを用いて、江戸期の持続的共生社会を可能にしていた自然環境を検証する基盤を確立す
ることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
 鉱物、植物、動物のコレクションについて下記の機関で収蔵資料の調査を行った。 
 (1)鉱物コレクション:ライデンの自然史博物館に収蔵されている鉱物標本とボーフム大学・
ベルリン国会図書館に収蔵されている鉱物標本関連文書を対比して、未刊に終わったシーボル
ト日本鉱物誌を復元した。また、ボーフム大学・ベルリン国会図書館に収蔵されている当時の気
象観測データや日本の自然現象に関する記述から江戸時代後期の自然環境を検証した。また、現
在ライデン国立自然史博物館に収蔵されている鉱物標本の他にも鉱物標本が存在する可能性を
示す文書があることから、移管・交換などでヨーロッパの他博物館・大学に存在する可能性のあ
る鉱物標本について調査を行った。 
 (2)植物コレクション:ミュンヘン州立植物標本館、ライデン国立植物標本館において、未発表
のシーボルト植物標本の調査・記載を行った。また、シーボルト植物標本の一部が、他のヨーロ
ッパ研究機関に交換標本として移管された可能性が高いため調査を行った。 
 (3)動物コレクション:ライデンの自然史博物館に収蔵されている動物標本のなかで、日本動
物誌に記述されていない標本群の調査を行った。さらに、ベルリン自然史博物館、ロンドン自然
史博物館で追加の調査を行った。 
 
４．研究成果 
 
 2016 本年度に、本研究グループのメンバーがこれまでに調査し、蓄積してきたシーボルトの
自然史コレクションに関する知見を書籍「ナチュラリストシーボルト日本の多様な自然を世界
に伝えたパイオニア」としてまとめた。 
 シーボルトは、動物については Fauna Japonica、植物については Flora Japonica の大著を出
版したが、鉱物についての書物は出版されなかった。しかし、Mineralogia Japonica とも言う
べき鉱物についての書物を出版する意図を持っており、未公表の手書き原稿が存在していた。そ
れを英訳して Acta Sieboldiana シリーズの一冊として出版されたのが、Siebold's De 
Mineralogia Japonica である。この出版により、シーボルトが日本の鉱物の産地についての情
報と標本を収集し総括しようとしていたことが明らかになった。 
 ベルリン国立図書館における 2017 年の調査ではビュルガーの書いた 1826 年江戸参府日記が
発見された。ビュルガーはシーボルトの日本における助手であり、江戸参府に同行している。検
討の結果、この日記は、旅行中に書かれた記録と長崎に戻った後に書き加えられたコメントから
なっており、シーボルト著「日本」に掲載されている江戸参府日記の下書きであることが分かっ
た。シーボルトはビュルガーの日記を基にして、自らの見聞を追加して江戸参府日記を書いたと
推察される。ビュルガーの日記には、シーボルト著「日本」の参府日記には書かれていない多く
の情報があり、参府旅行の間に収集された自然史標本について、その収集過程が克明に記述され
ていた。同様に、植物、動物、地質、鉱物、地理、気候、測地などについて重要な記述が多く含



まれていた。シーボルトの江戸参府日記とビュルガーの江戸参府日記の比較の結果、Trauz 
(1931) が出版した江戸参府日記に多くの誤りがあることが発見された。その他、ボーフム大学
での調査では、日本滞在中の動物・植物・鉱物・物理の研究成果と後継者がなすべきことをまと
めた文書が発見された。 
 ナチュラリス以外の標本収蔵機関の調査では、ミュンヘンのバイエルン州立コレクションの
日本産標本には、和田維四郎関連資料が発見されたが、シーボルトに関連するものは無かった。
また、ハーレムのタイラーズ博物館に関する記述がシーボルト文書中にあるため調査を行った
が、シーボルト標本は発見されなかった。 
 植物標本は、ライデンのナチュラリス、ミュンヘンのバイエルン州立植物標本館を中心に収蔵
標本の調査とタイプステータスの確認を行った。その成果として、シーボルトとツッカリーニが
記載したタイプ標本のステータスの検討シリーズの part 9-13 が出版された。イギリスのキュ
ー植物園にもシーボルトの標本があり、その中にはタイプの重複品や論文に引用された標本も
含まれていることが判明した。また、ウィーン自然史博物館はシーボルトとの関係が過去に知ら
れていなかった博物館であるが、本研究の調査によりシーボルト標本が収蔵されていることが
分かった。 
 動物標本は、研究期間中にライデンのナチュラリス生物多様性センターの標本室が工事によ
って閉鎖されたため、多くの分類群では調査計画に変更が生じたが、貝類標本はシーボルトコレ
クションの多くが独立のキャビネットに分離されていたため、調査を継続することができた。ナ
チュラリスに移管された旧アムステルダム大学動物博物館所蔵標本中の Schepman コレクション
にもシーボルト標本が含まれており、一般標本の中に紛れた状態であったが、整理作業が完了し
た。これによりオランダ国内の貝類のシーボルト標本は１箇所に集約された。今後も一般標本の
中から少数のシーボルト標本が見つかる可能性は残されているが、1980 年代の故山口隆男博士
の調査以降続けられてきたオランダのシーボルトの貝類標本の研究は 1 つの区切りを迎えた。
ロンドン自然史博物館、ベルリン自然史博物館でも追加の調査を行い、新規のシーボルト標本が
発見された。ただし、この２つの博物館では、シーボルト標本は膨大な数の一般標本の中に紛れ
ており、今後シーボルト標本を全て調査するには時間を要すると考えられる。 
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